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高知県南国市総合消防庁舎の訓練塔用階段
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● このパ ンフ レッ トの内容は 日本鉱業協会鉛亜鉛需要開発 センターのホームペー ジ （http：〃www，jlzda．gr．jp／）で も御覧 いただけます。



溶融亜鉛めっき鋼構
堆肥 セ ンター

造物追跡調査

全 国各 地に設 置 されている堆肥 セ ンターでは，家畜糞 や勇 定

枝 な どの有機廃 棄物 を回収 し，発酵 させ て農業用堆肥 として再

利用 する事業 を行 っている。数年前 か らこれ ら堆肥 セ ンターの

建物 及び強制発 酵用撹拝機 架台の防食対策 として亜鉛 めっ き処

理が施 される ようにな って きているので，現状 における亜鉛 め

っ きの耐久性 を評価す るための調査 を行 った。

1． 調 査 概 要

調 査 対 象 ：上村堆肥セ ンターH形 鋼柱及 び発酵室撹拝機

所 在 地 ：熊本県球磨郡上村神 殿原2－170

建 設 時 期 ：平成7年3月

調査年 月 日 ：平成15年3月18日

2． 施 設 概 況

熊本県南部 の人吉盆地の中にあ り，鹿児 島県境 に も近 い静 か

な環境 にある。周辺 は農地が多 く，自然環境 と しては田園地帯

である。大気汚 染に よる腐食 は少 ない と考 えられるが ，本施設

は周辺農 家か らの牛糞 ，鶏糞等 を集め て堆 肥化 して いるため ，

これ らの原料 か ら発 生するア ンモニア性 ガス と発酵熱 に よる水

蒸気 の発生が多 く， 内部の環境 はかな り厳 しい。

3． 調 査 内容

（1）夕V観観察

建設後8年 を経過 しているが，外部露 出 している部分 の亜鉛

めっ き皮膜 はほ とん ど腐食 が進行 していない。発酵室棟 内部 で

はア ンモニア性 ガスを含 んだ水蒸気が屋根で凝結 して落下す る

ため，床面 に部分 的な水溜 りを生 じている。亜鉛 めっきH形 鋼

柱 のうち，この水溜 りと接触 している根元部分 はペ ース ト状 の

堆肥微粉 に覆 われているため表面観察 はで きないが， それ以外

の部分 は発酵室棟内部で も特 に異常 は認め られ なか った。

養生槽棟及 び製 品貯留棟 のH形 鋼柱 は色調，平滑度 と もに均
一で

，外観上腐食 が進行 している兆候 はみ られ ない。 なお撹拝

機架台 に取付 け られている飛散防止板 は赤褐色の汚れ のほかに，
一部赤錆 と見 られる部分 もあったが ，物理的損耗 を考慮 して交

換部 品的目的 で取付 け られているとのことであ り詳細 な調査 は

行 わなか った。
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（2）膜厚測定

① 測定方法

現地で測 定箇 所 を決め （上図参照），測定点 を中心 に約10cm

四方 をサ ン ドペーパ ーで研 磨 し，電磁 膜厚計 に よ り10cm角 の

中を10点 測定 した。
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写真3養 生棟外部H柱

②膜厚測定結果

写真2

鷹

贈 ．
発酵室棟H柱

＼扇鞠
竃、

有撫瀧綱

写真4製 品貯留棟外部H柱

単 位 ：μm

No， 名 称 平均膜厚 No， 名 称 平均膜厚

① 撹拝機架台 135．1 ⑧ 養生棟H柱F 100．0

② 発酵棟壁側H柱F 112．1 ⑨ 養生棟H柱W① 115．2

③ 発酵棟壁側H柱W① 126．0 ⑩ 養生棟H柱W② 101．8

④ 発醐東壁側H柱W② 111．4 ⑪ シャッター角柱下 89．8

⑤ 発酵棟窓側H柱F 102．9 ⑫ 貯留棟H柱F 89．9

⑥ 発醐東窓側H柱W① 100．0 ⑬ 貯留棟H柱W① 97．5

⑦ 発醐東窓側H柱W② 91．3 ⑭ 貯留棟H柱W② 92．3

4．ま と め

Fフ ラ ン ジWウ エ ブ

建屋 のH形 鋼柱 と発酵室撹拝機 の架台の亜鉛 め っき膜厚 を測

定 し，いず れ も十分 なめっ き皮膜 を形成 している ことがわか っ

た。撹拝機架 台はア ンモニア性 ガスを含 む水蒸気 に曝 され るこ

とか ら，最 も厳 しい腐食環境 にある と思 われたが，亜鉛め っき

膜厚 が約135μmあ り，耐欠1生の点では まだ数十年は メンテナ ン

ス不 要 と考 え られる。コ ンク リー ト床 に溜 まった結 露水 にふれ

る柱 の根元部分 は，現状 では汚れ以外 に特 に異常 は見 られ ない

が，適 当な時期 にジ ンク リッチペイ ン トな どに よる補修塗装 を

施 しておけば今後 とも十分耐久性 を維持 する ことが可 能である。

編集 亜鉛めっき鋼構造物研究会

〔構成 団体 〕

日本鉱業協会 鉛亜鉛需要開発センター〔事務局〕

社 団法人 日本鉄鋼 連盟 〔市場 開発部〕

社 団法 人 日 本 溶 融 亜 鉛 鍍 金 協 会

〒105－0001東 京 都 港 区 虎 ノ 門1－21－8秀 和 第3虎 ノ 門 ビ ル

〒103－0025東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町3－2－10鉄 鋼 会 館

〒105－0003東 京都 港 区西新 橋2－16－1全国た ば こセ ンター ビル

岱03－3591－0812

岱03－3669－4815

盈03－5776－1420

鋼構造物の溶融亜鉛めっ きについてのご照会 は，上記団体にお問い合わせ下 さい。

また， 「鋼構造物 の溶融 亜鉛 めっ きQ＆A」 「建築用 溶融 亜鉛め っき構造物 の手引 き」等 を発行 してい ますので，あわせて ご利用 くだ

さい。


